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上に立ってこそ、再び日本が

戦争に組みしないという「戦

争を放棄した」憲法の真髄に

則った、友好と協調を基調と

した槌界平和を希求すること

ができると信じます。そのこ

到尋

区

の回帰を断固チ巨否して「戦争をしない国」.>1ξとク
をあらためて高らかに宣言したと、誇れノ i

兇

る即15年にしたいと思います。
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来る8月15日、先の戦争力鞭結して70年目を迎えます。こ

の節目の年に、日本中は安倍政権のだくらむ「戦争をする国」

への回帰をめぐって、揺れに揺れています。こうレた時に、

私だち退職者会は黙って70年目の節目をやの過ごすことはで

きません。そういう思いでこの声明(あえて珸炎話」と言う)

を発表するものです。

その理由は、私たち退職者会の会員の多くは、この70年問

を丸ごと生き抜いてきた者であり、戦後問もなく生を受けた

会員もこの7(:y手のほとんどの時期を生きてきた者です。身を

もって70年を実証できるわが退職者会が、会員の生きざぎを

通して、これからの未来に向けた「ことづて」をこの機会に

残しておくことに意義を見出すからです。

この7(奔を振り返る時、一度も「いくさ」を体験すること
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2015年7月31日千イ弌田区職労退職者会
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がなかったということを特筆し恋

けれぱなの談せん。おそらく臼本

の歴史上ま才屯時代と思われます。

その閻、私たちはただ平和を享受

レていただけではありません。戦

後の荒廃からの復興という難仕事
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7月31日に開催した幹事会で、下記の

声明(談話)を決定し、この会ニュー
スで発表することとしました。ぜひご
一読くださり、ご意見をお寄せ下さい。
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興と繁栄であったはずです。

私たちは昨年、会の事業として「私の戦時

体験ぎ己」を編み荻した。その中で会員たちの

悲惨で過酷な体験が語られました。間違いな

を見事にやの遂げ、経済的にも大きく発展すること力tできた、

その原動力は政治家や資本家にあるのではなく、我尺庶民・

民衆の知恵とたゆ萩ぬ努力にこそあったと言いたいと思いま

す。そして何よりも、平和憲法によって「戦争をし姦い国」

であることが、奇跡的ともいえる今日の日本の繁栄をもたら

したと言わなけれぱ恋り或せん。戦争を放棄した憲法第9条

をもつ「奇跡的恋国民」がいることこそがもたらした「脊跡

的」啄7(麻と言えるのではないでしょうか。

しかし、この奇跡カセ)とり日本国民のみによってもだらさ

れたと考えることは、独りよがりというものです。日本が起

こした無謀恋戦争によって近隣諸国やアジアの国勺の被害は、

死者の数2千万人という数字だけを取ってみてもその甚大さ

を物語ってい談す。こうした国反と国民ヘの謝罪と反省の上

に立って、新たな友好関係を築く怨かで得られた我が国の復
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く私たち庶民は戦争の被害者です。しかし、一方、戦争を止

められなかったという点では、日本によって深刻な被害を受

けた国の人々から見れぱ、加害者という側面をもっているこ

とも事実です。言えることは、戦争は私たち庶民を否応なし

に巻き込み、被害者にも加害者にもしてし荻う、そしてその

どちらも不幸以外の何ものをももたらさないということです。

そのことを十分認識したうぇで、加害国の国民としての「痛

切な反省」と r態からのお詫び」の念を、会員数2α)名の小

さな団体ではあります力凄明したいと思い薮す。この反省の

70年目の終戦の日を前にして
縄職者会 r談話」)

とを国の施策としても堅持するよう求めていきます。

その点で、今安倍政権力験行Uようとしている「戦争法案」

こそは、戦後7(麻かかって私だち国民力藻いてきだ社会を破

壊し、いっきに70年の道を逆行して再て鰕前の日本に回帰し

たいという、個人的野望に沿った許しがたい暴挙と断ぜざる

を得ません。

私たちは、戦争を止められなかった過去の苦い経験を踏或

え、今この時に、安倍の野望を粉砕する固い決意に立ち老体

を雷い立たせたいと思いぎす。子や孫や日本中の子どもたち

と若者たち、近隣の国んやアジアと世界中の人凡に対して、

戦後70年目の年に、「戦争をする国」ヘ
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戦争法案を廃案に!
廩舞個駁急4=』@肩尋ZI
退職者会も国会ヘの抗議要請を4度実施、、鴫

(2)第2015-6号 2015年8月巧日

「戦争法案は廃案」「安倍脳6台NO]、高談る安保法制反対の
声の中で、退職者会も7月14242628日と国会ヘの抗
議要請行動を行い薮した。会員の参加はのベ26人厶員から

参加者の手記を掲載レ薮すので、連日繰の広げられている国
寄せられた67署名も直接国会ヘ提出してき弐した。

会周辺の熱気を感じていただければと思います。
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7月24日、国会,官邸包囲大行動に参加した退職者会
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戦
争
法
案
を
廃
案
に
ー
・

七
,
一
四
集
会
に
参
加
し
て
 
1
 
桜
井
和
恵

日
本
を
「
深
了
單
る
国
」
会
請
願
デ
モ
ヘ
。
ラ
ツ
プ
の
り
ズ

に
つ
く
り
か
え
る
戦
後
最
悪
の
戦
厶
に
乗
っ
て
コ
ー
ル
を
す
る
学
生

争
法
案
が
七
月
十
六
日
の
衆
院
本
子
ど
も
を
連
れ
た
母
親
た
ち
の
姿

会
議
で
、
自
民
公
明
両
党
で
強

こ
の
運
動
が
大
き
く
広
が
っ

、

1

行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
数
の
横
暴
て
い
る
こ
と
に
勇
気
と
希
望
を
も

で
国
民
の
声
を
無
視
し
、
平
和
と
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
未
来
を
担

命
に
か
か
わ
る
法
案
を
強
行
採
決
う
若
者
、
子
、
孫
た
ち
が
戦
争
に

し
た
安
倍
政
権
に
強
い
憤
り
と
不
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
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い
ま
す
。
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案
に
反
対
す
る
多
く
の
人
た
ち
で
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
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町

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
国
会
請
願
デ
モ
で
は
衆
参
議
院
一

も
黙
っ
て
は
い
ら
れ
ず
、
区
職
労
面
会
所
前
で
、
デ
モ
行
進
に
連
帯

退
職
者
会
の
仲
間
と
共
に
戦
争
法
と
激
励
を
送
る
野
党
議
員
団
に
退

案
廃
案
!
、
強
行
採
決
反
対
!
の

総
が
か
り
行
動
、
七
・
一
四
大
集

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
集
合
の
六

時
に
は
会
場
の
日
比
谷
野
音
は
す

で
に
満
員
会
場
の
周
り
も
次
々

と
戦
争
法
案
廃
案
の
声
を
上
げ
る

人
々
で
埋
ま
り
二
万
人
を
超
え
る

集
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
国

職
者
会
で
取
り
組
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だ
署
名
を
直

接
手
渡
し
ま
し
た
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「
廃
案
ま
で
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ん
ぱ
り
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ょ
う
!
」
と
署
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を
手
渡
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た
日
本
共
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の
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内

さ
お
り
衆
議
院
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と
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強
い
握

手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

衆
議
院
で
は
強
行
採
決
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
・
・
,
。
廃
案
に
す
る
ま
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自

分
に
で
き
る
行
動
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続
け
た
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と

思
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す
。

隻
=
や
国
会
行
動
ヘ
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
す

戦
争
法
案
は
何
と
し
て
も
川

一
廃
案
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一1

、

い

と
お
思
い
の
方
で
、
元
艸

一
気
な
方
は
、
ぜ
ひ
、
次
。
ヘ
1
 
川

艸
ジ
の
行
動
予
定
を
参
考
に
、

一
退
職
者
会
の
参
加
す
る
行
勲

"
叩
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
そ
の

一
際
、
暑
さ
対
策
を
万
全
に
お
一

国
会
ヘ
向
け
て
デ
モ
行
進
一
願
い
し
ま
す
。

、
ー
*
ー
ー
一

、
ー
"
,
 
8
月
2
0
,
 
2
 
7
日
の
無

4
謬
゛

戦
争
法
案
反
対
!
,
ー

フ
・
 
2
4
日
比
谷
冬
、

・
、
・
、
に
参
加
し
て

寺
山
光
秀

ロ
=
一
一
=
忠
=
ニ
ニ
昇
=
=
写
弐
=
=
軍
=
一
Ξ
将
=
=
二
票
=
、
=
一
票
=
』
一
二
冨
二
=
=
』
一
=
一
一
"

七
月
二
四
日
に
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た
戰
争

法
案
反
対
の
集
会
に
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加
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ま
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隻
口
場
所
の
日
比
谷
図
書
館

前
に
は
、
退
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会
の
面
々
七
人

が
顔
を
そ
ろ
え
、
さ
つ
そ
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会
場

の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
入
り
ま
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た
。
会
場
は
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で
に
満
員
で
、

最
後
部
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立
っ
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ま
ま
の
参
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と
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集
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人
た
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よ
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進
行
で
司
会
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一
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冬
に
参
加
し
て
私
が
思
う
こ

と
は
、
戦
後
七
0
年
を
迎
え
た
今

午
安
倍
政
権
は
安
保
法
制
を
閣

議
決
定
し
た
が
、
政
府
は
国
民
の

生
活
と
安
全
を
守
る
た
め
に
、
そ

の
最
大
の
使
命
は
二
度
と
戦
争
を

し
な
い
と
と
で
あ
る
。
ま
た
、
集

団
的
自
衛
権
の
問
題
や
憲
法
の
平

和
主
美
立
憲
主
養
な
ど
を
若
者

た
ち
が
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
憲
法
学
者
や
憲
法
研

究
者
が
こ
ぞ
っ
て
疾
違
反
と
言
っ

て
い
る
安
保
関
連
法
案
は
廃
案
に

す
べ
き
で
、
国
民
の
皆
さ
ま
と
廃

案
を
求
め
て
い
き
た
い
。

節
教
授
の
ス
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チ
や
各
地
各
団

体
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、
七

時
過
ぎ
に
は
終
わ
っ
て
、
参
加
者

は
国
会
や
官
邸
に
向
か
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
国
会
議
事
堂
正
門
の

抗
議
エ
リ
ア
を
目
指
し
歩
き
ま
し

た
が
、
警
察
官
の
規
制
と
誘
導
で

正
門
前
に
辿
り
つ
く
こ
と
が
で
き

ず
、
少
し
籬
れ
た
場
所
で
の
抗
議

行
動
と
な
り
ま
し
た
。
歩
道
は
人

で
あ
ふ
れ
、
身
動
き
で
き
な
い
ほ

ど
の
抗
議
の
人
波
で
L
た
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(3)第部15-6号

4月からの65歳以
上の介護保険料月額

基準額保険料

千代田区 5700

中央区 5920

港区 6245

新宿区 59卯

文京区 5642

台東区 5650

墨田区 5400

江東区 5200

品川区 5300

目黒区 5780

大田区 5600

世田谷区能50

渋谷区 5630

中野区 56餌

杉並区 5700

豊島区 5790

北区 5442

荒川区騎62

板橘区 5375

練馬区 5825

足立区 61即

葛飾区 5980

江戸川区 4900

2015年8月巧日

増滅額
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660

9肪
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駒0

0
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釦0
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750

紹0

3認
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717

-130
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5舗
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おもな政令指定都市

札幌市

仙台市

さいたま市
千葉市

横浜市

川崎市

相模原市

名古屠市

京都市

大阪市

福岡市

力を台わせて

517フ

駄飴

5263

51駒

聡90

耶40

5357

58叫

釦80

67舶

5771

同率申
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351

3脇

263

鰐0

526

425

454

餌0

861

409

戦争法案反対行動予定

8月20日、 27日(毎木曜日行動)

午1髪6時30分~7時30分
衆議院第2議員会館前

8月26日 0幻午1髪6時30分~

日弁連・臼比谷集会(野音)
8月30日日)午1髪2θ吉~

10万人集会(日比谷野音)

,、

罪争

命一

日比谷野外音楽堂の集会はいつも超満員
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モ
〔
モ
〔
〔
〔
〔
〔
4
旨
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〔
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〔
〔
〔
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〔
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戦
争
法
案
は
絶
対
廃
案
に
!

コ
底
加
を
」
と
7
・
2
4
笑
天
1
 
山
口
智
子

マ
ス
コ
ミ
は
あ
ま
り
報
道
し
て
な
さ
ん
と
千
代
田
の
旗
の
も
と
に

く
れ
ま
せ
ん
が
、
ネ
ッ
ト
で
は
熱
集
結
。
日
比
谷
野
音
は
い
っ
ぱ
い

気
溢
れ
る
国
会
の
よ
う
す
が
み
て
の
人
、
一
番
後
ろ
に
は
親
子
連
れ

と
れ
ま
し
た
。
特
に
若
い
人
た
ち
が
シ
ー
ト
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。

か
ら
「
バ
ワ
1
を
分
け
て
も
ら
い
労
働
者
だ
け
が
シ
ユ
プ
レ

た
い
!
」
連
日
の
国
厶
豆
剛
行
動
に
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
て
い
る

二
度
は
参
加
し
な
い
と
!
」
と
ん
じ
や
な
い
!
す
ぺ
て
の

思
0
て
い
ま
し
た
。

人
が
1
怒
っ
て
い
る
ー

七
月
二
四
日
、
退
職
者
会
の
み
一
人
の
力
は
小
さ
い
け
れ

介
護
保
険
料
・
軒
並
み
上
が
る

一
一
、
 
E
'
、
、
'
 
X
、
エ
'
.
,
一
.
、
一
、
、
g
 
ロ
ニ
ー
一
一

前
号
ま
で
の
△
芸
一
ユ
ー
ス
で
、

六
五
歳
以
上
の
介
護
俊
料
の

改
定
(
値
上
げ
)
に
つ
い
て
船

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

月
お
手
元
に
日
本
黍
機
構
か

ら
「
鑾
振
込
通
知
声
が
届

き
、
そ
の
中
で
ご
自
分
が
支
払

う
(
天
引
豆
介
護
倭
料
の

金
額
を
見
て
、
驚
き
怒
っ
た
方

も
い
ら
つ
し
や
る
と
思
い
ま
す
。

三
年
に
一
度
の
自
治
体
ご
と
の

改
定
で
、
今
年
か
ら
向
こ
う
三

年
閲
の
介
護
イ
'
の
全
国
の

改
定
状
況
が
分
か
り
ま
し
た
。

東
墨
豆
区
と
政
令
指
定
帯

の
一
覧
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。

話
の
月
額
鴛
準
題
は

二
0
Ξ
S
一
四
蛋
よ
り
平

均
五
四
六
円
上
が
り
、
五
五
三

八
円
に
な
り
ま
し
た
。
哲
で

最
も
高
い
の
は
港
区
で
九
九
五

円
上
が
っ
て
六
二
四
五
円
。
基

準
額
が
下
が
っ
た
の
は
荒
川
区

だ
け
で
す
。

政
令
麺
疋
需
で
は
大
阪

市
が
八
六
一
円
上
が
っ
て
六
七

五
八
円
に
、
横
浜
市
で
も
九
九

0
円
上
が
つ
て
五
九
九
0
円
と

な
っ
て
い
ま
t
。

△
1
1
t
、

A
"
'
に
1
冬

六
五
歳
以
上
の
介
護
'

は
区
市
町
村
が
高
齢
者
の
人
口

や
過
去
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
っ
た
存
費
今
後
三
年
問

の
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
見
込
み
な

ど
か
ら
決
吟
た
め
今
の
仕

組
み
の
ま
ま
で
は
介
護
欝

は
今
後
際
限
な
く
上
が
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
健
康
保

辱
の
値
上
げ
、
消
嘗
の
値

ど
廃
案
ま
で
頑
張
ろ
う
。

日
比
谷
野
音
の
集
会
後
国
会
ヘ

恂
か
い
ま
し
た
が
、
人
波
を
か
き

わ
け
:
国
会
前
ま
で
た
ど
り
着

け
な
い
ほ
ど
。
こ
の
日
は
七
万
人

が
集
ま
っ
た
と
か
。

地
域
の
宣
伝
署
名
も
毎
週
続
け

上
げ
、
年
金
給
付
の
削
減
医

奪
な
ど
社
会
俊
制
度
の
改

悪
が
進
め
ぱ
、
私
た
ち
高
齢
者

の
生
活
は
危
機
的
な
状
況
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
で
L
よ
う
。

一
左
今
壽
中
の
安
保
法

制
が
仮
に
成
立
し
た
と
す
れ
ぱ
、

畢
費
は
膨
大
な
金
額
に
な
る

で
し
ょ
う
。
今
の
籍
の
す
す

め
る
政
治
は
、
人
を
殺
す
た
め

に
は
湯
水
の
よ
う
に
金
を
使
う

人
の
命
の
た
め
に
必
要
な

、

が金
は
情
け
容
赦
な
く
カ
ッ
ト
す

る
、
倒
晋
命
を
粗
末
に
す
る
政

治
Π
最
悪
の
政
権
と
言
わ
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

島
ゞ
、
ー
,

野
や

叩
嶺
二
ー

J
/
、
゛

'
'
、
 
y
 
o

y
ノ
气
ノ
.
、
凡
、
ノ

1
ヨ
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、

入
.
ー
ー
ー
ー
訟
1
1
共
1
ー
ー
ノ

W
松
安
倍
首
相
の
腹
の
中
が
民
が
な
め
ら
れ
て
る
っ
て
一

ル
卿
見
え
て
き
た
ね
。
こ
と
じ
や
あ
な
い
か
。
一

一
テ
ッ
側
近
や
取
り
巻
き
が
つ
テ
ッ
う
ん
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
一

一
い
本
音
を
露
呈
し
て
問
題
安
倍
は
国
民
な
ど
眼
中
に
川

一
一
に
な
っ
て
ぃ
る
。
そ
の
言
っ
な
く
、
ー
は
「
發
」
一

"
一
て
る
中
身
が
法
治
国
家
の
と
い
う
こ
と
だ
。
一
連
の
刷

川
,
否
定
だ
っ
た
り
、
立
憲
主
国
会
答
弁
を
聞
い
て
い
る
一

御
卿
筵
や
国
民
主
権
と
い
っ
た
と
よ
く
分
か
る
よ
。
結
局
一

ル
加
民
主
国
家
の
基
礎
,
匙
^
声
自
分
の
一
電
2
香
を
聞
け
、
御

一
を
壊
す
よ
う
な
発
、
一
滞
戸
と
し
か
一
亘
て
い
な
い
。
一

一
言
だ
も
の
。
一
一
^
底
一
松
そ
う
冨
え
ば
安
倍
の
^

一
松
で
も
安
倍
は
口
寺
、
=
当
一
一
に
ち
ょ
び
髭
を
書
き
込
ム

川
一
で
は
否
定
し
て
も
^
族
'
だ
プ
ラ
カ
ー
ド
の
写
真
を
^

郁
一
更
迭
も
し
な
い
し
、
"
.
一
ミ
見
か
け
た
な
そ
れ
が
ヒ
ッ
一

排
川
態
度
で
は
認
め
て
い
る
よ
ト
ラ
ー
そ
う
く
り
で
、
つ
御

川
う
に
見
え
る
よ
。
い
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
御

^
Υ
ツ
白
分
の
思
っ
て
い
る
通
テ
ッ
笑
っ
て
い
る
場
合
じ
や
加

4
冊
り
の
こ
と
を
し
や
べ
っ
た
あ
な
い
よ
。
戦
争
法
案
は
一

一
者
に
罰
を
与
え
る
わ
け
に
こ
の
八
月
が
正
念
場
だ
。
北

,
'
"

袋
太
一
宅
一
 
0
 
ψ

さ
。
松
も
ち
ろ
ん
僕
も
:
,
。
暑
一

松
そ
れ
っ
さ
な
ん
か
に
負
け
て
は
い
一

て
、
国
ら
れ
な
い
。
卿

'
ミ
キ
、
、
、
'
、
、
、
ゞ
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、
、
謡
ミ
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北
共
赴
誌
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、
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゛
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、
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、
、
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靜
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1
号

、
鬼
、
,
一
↓

て
い
ま
す
が

日
に
日
に
安

思
は
固
い
ー
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.

年金裁判の原告団の一人として

会長水上末二

裁判などという難解な問題に自ら関わることは気軽にΞ

決断できませんでしたが、「集団提訴」であるため、そΞ

れ厭どの心配もなく原告になる決意をしました。全国で,

2000人をめざしており、千葉県では117名、私のΞ

住捌左倉市では47名が提訴しています。

この年金裁判は「特例水準」解消と称して行われた3i

年問で2.5%の年金削減のうち、最初の年(平成25i

年)に削減された1%の削減部分に対して争うものです。

判決まで5年はかかると弁護団から言われています。

そんな中、被告の厚労省は年金裁判移送の申し立てをΞ

しました。鳥取県扱いのものを広島地裁に、徳島県扱し這

のものを高松地裁にするというものです。

昨年行った「再審査請求」が却下された際、裁決書謄ξ

本の送り状には「お住まいの地域の地方裁判所に提訴すΞ

ることができます」とあります。それなのにひどいやりΞ

方です。年金者組合は憲法32条に保障された裁判を受1
ける権痢」を制約する不当な申立てと強く抗議しています。

この裁判闘争に幹事の皆さんから激励Jの言葉と心温まΞ

るカンパを寄せていただき、感謝の気持ちでいっぱいでξ

す。さっそく闘争団長にお渡ししました。裁判の様子はΞ

逐決お知らせいたします。日本中の年金生活者の生存権Ξ

をかけてがんばります。

世界遺産・寓岡製糸場と
伊香保温泉・榛名山の旅

9月13日旧)14日網)

.^^「 L

詳Lくは
月野長ヲラシ庵

の昭年

ごむ'ニ'

「
戦
時
体
験
記
」
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

い
た
た
め
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
様
マ

解
を
得
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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又
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气
、
、
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、
キ
、
黙
、
゛
、
、
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、
之
、
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こ
之
、
一
い
之
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キ
ミ
、
、
、
、
『
、
々
、
、
゛
、
、
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、
、
、
、
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、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
¥
、
ー
、
、

よ
く
、
今
の
川
崎
製
鉄
本
社
の
事
務
の
加

仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
病
の
一
上

め
に
離
婚
を
し
ま
し
た
。
一

農
家
だ
っ
た
母
の
実
家
に
は
よ
く
遊
川

び
に
行
き
ま
し
た
。
広
い
庭
に
は
鶏
な
一

ど
も
放
さ
れ
て
い
て
、
病
気
の
叔
父
が
"

小
さ
い
私
と
妹
を
「
て
ん
か
ら
こ
ん
」

、
、4を

(
肩
車
)
を
し
て
く
れ
た
り
、

て

母
よ
く
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

し

つ
の
頃
だ
っ
た
が
忘
れ
ま
し
た
が
、

入

゛
ノ
゛
"
゛
ψ

家
先
の
病
院
で
叔
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

一
.
L

し
母
は
号
泣
し
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
小
三

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
も
そ
の
光
景
^

)力つ
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
ふ
っ
と
思
い
出
す
一

<
、
と
涙
が
出
ま
す
。

叔
父
も
、
祖
母
の
兄
の
子
も
戦
争
の
刷

て

犠
牲
者
で
す
。
一

く
こ
の
文
を
書
き
な
が
ら
、
私
も
含
め

母こ

、
早

一
一「

、
'
ー

念
州
一
二

一
'
"

吉
沢
英
子
さ
ん
か
ら
、
署
名
と
一
緒
に
左
記
の
お
便
り
が

届
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
葬
し
ま
す
。

業
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
『
た
ゆ
ま
ぬ
会
の
淫
呂
』
を
頼
も
し
く
、
「
会
報
」

も
多
彩
な
行
琴
企
画
、
そ
し
て
健
康
で
活
力
あ
る
会
員
の
嘉
。
各
々
の

慮
想
文
も
の
び
の
び
と
よ
く
書
か
れ
て
い
ら
れ
て
、
こ
れ
も
楽
し
み
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。

今
、
平
和
の
続
い
た
日
本
の
国
に
、
ま
た
『
木
安
な
火
種
』
が
生
ま
れ
そ
う

な
国
状
に
心
が
痛
み
ま
す
。
『
戦
時
を
焦
し
た
者
』
の
心
が
波
立
ち
ま
す
。

安
保
法
案
の
廃
案
を
強
く
望
み
た
い
で
す
。

現
会
員
の
学
習
欲
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
脱
帽
で
す
。
『
秋
の
旅
行
会
』
も

義
ま
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
待
望
の
日
程
が
好
天
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
祈
<
匙
1

私
は
地
域
の
『
1
組
』
欝
で
居
ま
す
。

設
二
七
年
七
月
七
日

吉
澤
英
子

て
日
本
人
は
間
接
的
で
は
あ
っ
て
も
戦
一

争
の
被
害
者
で
あ
り
加
害
者
で
は
な
い
一

か
と
思
い
ま
す
。
人
を
亡
く
し
た
悲
し
し

に
み
、
食
ベ
物
の
な
い
ひ
も
じ
さ
、
人
を

度
殺
し
た
如
な
さ
や
苦
し
さ
、
そ
し
て
病

一
気
。
子
ど
も
や
夫
の
帰
り
を
信
じ
て
待
一

こ
ち
続
け
た
母
親
や
妻
た
ち
。
聞
く
た
び
,

に
胸
が
つ
ま
る
の
で
す
。
一

く

今
、
若
い
人
た
ち
が
二
度
と
戦
争
は
4

つ

し
な
い
七
平
和
を
守
る
行
動
を
起
こ
一

当

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
一

す
。
誠
実
で
分
か
り
や
す
ぃ
明
る
い
た
叫

り

,

が
た
か
い
だ
と
思
い
ま
す
。
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